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教育目標

令和２年度　学校運営等に関する評価書

学校名 　　　　　　　　和歌山市立四箇郷北小学校

作成日 令和3年3月5日

心身ともに健康で、豊かな知性と人間性を備えたたくましい子どもを育てる

学校の自己評価についてのご意見

確かな学力の向上 豊かな心の育成 健やかな体の育成 地域とともにある学校

・県学習到達度調査の正
答率が県平均に並ぶ
(差が５％以内）
・勉強がわかると感じる
(児童90％）
・研究発表会を開催する

・学校が楽しいと感じる
（児童90％）
・友達と仲良くしている
（児童90％）
・命の大切さ・社会のきま
りを教えてもらっている
(児童100％)
・不登校児童数    　0人

・朝ごはんを食べた（児
童100％）
・避難訓練を年間に4回
以上実施
・なわとび記録会を開催
する

・学校の様子がよく伝
わったと感じる（保護者
90％）
・校区こども園との交流
会（2回以上）
・中学校との交流会の実
施

・今後とも学力の向上・基
礎学力の定着に向け取組を
進めてほしい。
・家庭と連携・協力し、自
主学習を進めることが大切
だと思う。

・重点目標はこのままでよ
い。
・子供が楽しく登校する学
校であってほしい。
・かけがえのない命の大切
さをしっかり伝えてほし
い。

・重点目標はこのままでよ
い。
・南海トラフ地震のことを
考えると、避難訓練が必要
と考える。
・基本的な生活習慣の充実
が大切である。

・重点目標はこのままでよ
い。
・保護者等で積極的に協力
してける人が増えるよう
に、学校からの情報発信を
多く行っていく必要ある。

・自主学習ノートを用い
て、教室に見本を掲示する
など、自主勉強を進める取
り組みをしている。
・学年が上がるにつれて、
聞く態度が育っている。ま
た、学年が上がっても積極
的に挙手して意見を述べて
いる。

・「もくもくそうじ」の取
組や日頃の指導により、教
室内がきれいである。
・情報モラルやネット社会
に潜む危険性について、学
ぶ機会を多くしてほしい。

・計画の通りの訓練回数が
行われている。今後は、よ
り充実した避難訓練を目指
してほしい。
・早寝・早起き・朝ご飯の
実施取組を続けていってほ
しい。
　

・学校ＨＰをもっと充実さ
せて、子供たちの様子や学
校の取組をどんどん発信し
ていってほしい。
・コロナ禍で、地域と連携
する行事や活動が中止に
なった。可能な活動を考え
ていく必要がある。

・学校が取り組んでいる
「読書タイム」「チャレン
ジタイム（基礎学力定着の
ための時間）」など、学力
の育成に効果がある取組は
続けてほしい。
・黒板にめあてを書いて授
業をしていたり、教室掲示
を工夫したり、子供たちが
意欲的に取り組めるように
努力してくれているように
思えた。

・３つのスローガン（挨
拶・掃除・読書）は、子ど
もたちにとってシンプルで
わかりやすくとてもいい。
・保護者や児童に行った
「アンケート」では、「学
校が楽しい」「友だちとな
かよくしている」との答え
が多くてよい。
・今後、情報モラル教育の
充実が一層重要になってく
ると考える。

・朝ごはんを食べるように
推進するには、家庭の協力
が必要である。家庭と連携
した取り組みを進めていく
必要がある。
・なわとび記録など、寒い
季節でも運動場で活発に活
動するような取組があって
とてもよい。

・見守り活動・あいさつ一
声運動などの活動は行えて
よかった。
・地域先達事業のふれあい
教室は実施できなかった
が、ミシンの指導補助など
可能な形に変えて行えたこ
とは意味がある。

・子供たち主体の「楽しく
てよくわかる授業」の充実
をお願いします。
・今まで以上に、学力向上
の取り組みを進めてほし
い。

・次年度も「挨拶・清掃・
読書」の３本柱活動を中心
とした子どもの育成をお願
いします。
・携帯・スマホを持ってい
る子供が増えており、ネッ
ト上のいじめ問題などが心
配される。情報モラル教育
のいっそうの充実が必要に
なってくる。

・次年度も、早寝・早起
き・朝ごはんの推進活動を
していってほしい。
・安心・安全な学校づくり
に向けて、避難訓練・交通
安全への取組を進めてほし
い。

・コロナ禍においても地域
と連携する可能な活動を考
えていく必要がある。
・地域住民を地域社会をよ
く知るゲストティーチャー
として位置づけ、学校行
事・学習活動等で連携を
図ってほしい。

その他のご意見


